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・ 日本国内の携帯電話システム加入者数は、約１．１１億人（１０年１月末現在）
・ 日本では、３Ｇ及び携帯ＩＰ接続サービス比率が高いのが特徴
・ 移動通信サービス加入者数は世界的にも急増しており、２０１０年末には５０億加入との予測（出展：ＩＴＵプレスリリース）

移動通信マーケットの動向（国内、世界）

出展 : 電気通信事業者協会
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出展：ITU World Telecommunication/ICT Indicators Database.
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移動通信技術のトレンド

・無線伝送速度は、ほぼムーアの法則に従い、２年で倍に
・移動サービスのデータ速度は、固定サービスのデータ速度よりも５年遅れ、或いは、一桁下で追随している
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携帯電話システムの国際標準化動向（３ＧＰＰ）

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

Release 99

Release 4

Release 5

Release 6

1.28Mcps TDD

HSDPA, IMS

W-CDMA

HSUPA, MBMS, IMS+

2006 2007 2008 2009

Release 7 HSPA+ (MIMO, HOM etc.)

2010 2011

LTE , SAE
ＩＴＵ－Ｒ Ｍ．１４５７
（ＩＭＴ－２０００勧告）

LTE: Long term evolution

LTE-Advanced

Release 9

Release 10

LTE enhancements

Release 8

・Ｗ－ＣＤＭＡ系の技術仕様は３ＧＰＰで作成され、機能追加された新たなリリースが継続的に発行されている
・３ＧＰＰ規格は、定期的にＩＴＵ－Ｒ勧告として発行されている
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世界におけるＬＴＥの動向

（出展：http://www.gsacom.com/cgi/redir.pl5?url=www.gsacom.com//downloads/charts/LTE_global_map.php4）

・世界的に多くの事業者がＷ－ＣＤＭＡシステムで商用サービスを展開しており、今後は、（国や地域によって導入時期は異なるも
のの）多くの国や地域でＬＴＥが商用導入されていくと想定される

・すでに、２４カ国、５１の事業者がＬＴＥ導入を宣言している（出展：ＧＳＡ ２００９年１２月現在）

（出展：http://www.gsacom.com/cgi/redir.pl5?url=www.gsacom.com//downloads/charts/3G_WCDMA_World_Map.php4）
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携帯電話の付加価値

携
帯
電
話
の
役
割

コミュニコミュニ
ケーションケーション

情報情報
アクセスアクセス

・メール

・音楽

・プッシュトーク

・動画・動画

ＩＴの進展ＩＴの進展

・2in1

・コミック

・テレビ電話

・国際通話

生活支援生活支援

生活インフラ化生活インフラ化

・オークション

・フィルタリング

行動支援行動支援 ・エージェント

ケータイのサービスの進化

パーソナライズパーソナライズ

生活支援
（「生活」に密着した利用）
リアル＆サイバーの融合

行動支援
（「個人」に密着した利用）

パーソナライズ

・電話ができる
・音楽が聴ける
・動画が見れる
・買い物ができる
・支払いができる

○○ができる携帯電話

○○してくれる携帯電話

・電話

・インターネット接続

・ゲーム

・セキュリティ

・おサイフケータイ
・居場所検索

・検索エンジン・ワンセグ

・デコメール

•携帯電話は、コミュニケーション、情報アクセス、生活支援の手段として進化

•今後は、個々のユーザの行動を支援する役割をも兼ね備えた“生活サポートケータイ”へと進化する方向

パーソナル化

様々なものと融合

動画
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パーソナル化への要望 ⅰコンシェル

ケータイがまるで「執事」 や「コンシェルジュ」のように、

お客様一人一人の生活をサポート

★★レンタルＤＶＤレンタルＤＶＤ ★★クーポンクーポン★★鉄道情報鉄道情報

膨大なサービス・製品・情報の中から、

自分に合ったものを抽出・選択するニーズが増加

パーソナル化によるケータイの進化

エージェント機能による
毎日の行動支援

私の
“アシスタント”

私の
“ケータイ”

私の

“ポータル”

画面デザインや検索機能の
カスタマイズ

情報をネットで安心にお預かり

“～できるケータイ”から

“～してくれるケータイ”へ （月額利用料：２１０円/月）

「アラジンの魔法のランプ」のような
究極のケータイを目指す

パーソナル化

・一人ひとりのライフスタイル・ニーズに合わせ、サービス・機能をパーソナル化
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融合サービスの推進

携帯
固定との融合

放送との融合

情報家電との融合

車（ＩＴＳ）との融合
産業機器との融合

固定ＰＣ
モバイルＰＣ

Ｍｕｓｉｃ
映像

ファームウェア
更新

遠隔制御 遠隔監視

在圏連動
自動更新

地図データ

遠隔制御

ターゲット
広告

ＩＰ-ＴＶ

モバイル
マルチメディア

ストレージ

在圏連動
自動同期

在圏連動
自動同期

遠隔制御

遠隔監視

遠隔制御
映像

フェムトセル

ＮＧＮ
MID/UMPC

・ケータイと様々な生活ツールを融合した新たなサービスを展開
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清水寺は紅葉がきれいで
す！

この先二つ目の交差点を
右に曲がってください！

動画道案内
サービス

心肺蘇生の方法をご案内し
ます。・・・・

動画サービスの進化

これまでこれまで これからこれから

医療
ナビゲー
ション

観光 通販

警備

パーソナル型
サービスの提供

ケータイ向け
コンテンツの拡充

エンター
テインメント

中心

エンター
テインメント

ＢｅｅＴＶ
５月１日開始

３１５円/月（税込）

８０万契約突破
（１０月１２日時点）

契約者数

若
年
層
か
ら
中
高
年
ま
で
幅
広
い
顧
客
へ
積
極
展
開

若
年
層
か
ら
中
高
年
ま
で
幅
広
い
顧
客
へ
積
極
展
開

多様な動画コンテンツの取り揃え２２６
ジャンル中、１７２ジャンルに

「動画のドコモ」の更なる浸透

@niftyダイエット 京都の歩き方 ｳｪｻﾞｰﾆｭｰｽ

ぐるなびDEKIRU GOLF

パーソナル型動画サービスの例

観光情報
サービス

遠隔救急医療
サービス

・動画サービスの発展とより幅広いユーザ層への効果的な訴求によりパケット利用を拡大し、「動画のドコモ」を更に推進
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上り通信速度(bps)

ＨＳＰＡＨＳＰＡ
２００９年６月２００９年６月

無線ネットワークの段階的進化

1G

100M

10M

1M

100K

WW--CDMACDMA HSDPAHSDPA

2001年 2006年 2008年

2009年

2010年
【予定】

1G100M10M1M100K

人口カバー率

100％達成

下り通信速度(bps)

標準化上 下り最大300M
標準化上 上り最大75M

下り384K
上り384K

下り3.6
上り384K

下り7.2
上り384K

下り7.2
上り5.7M

４Ｇ４Ｇ

ＬＴＥＬＴＥ
（（Long Term EvolutionLong Term Evolution））

世界の先頭集団として、世界の先頭集団として、
２０１０年に導入予定２０１０年に導入予定

ネットワークの進化

・動画やドコモの様々なサービスを支えるネットワークも「高速」かつ「大容量」へと着実に進化
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端末の進化

オープンプラットフォーム化の推進

高機能化の実現
ワイヤレス技術

ユーザーインター
フェース・デザイン

入出力
インタフェース

技術

様
々
な
機
能
を
導
入

市場トレンド
への対応

同一端末がサービスを
利用する人、シーンに

応じて自動的に変化する

・・・・

新サービス・
アプリ

Ａｎｄｒｏｉｄ
Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｍｏｂｉｌｅ
等

Ｌｉｎｕｘ／Ｓｙｍｂｉａｎ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
ｱﾌﾟﾘ

ﾒー
ｶー独

自

新ｻｰﾋﾞｽ
ｱﾌﾟﾘ

ドコモ向けソフトウェア
のパッケージ化

オープンプラットフォーム
の導入

Ｌｉｎｕｘ／Ｓｙｍｂｉａｎ／
Ａｎｄｒｏｉｄ／Ｗｉｎｄｏｗｓ

Ｍｏｂｉｌｅ

共通
ミドルウェア

ｵﾍﾟﾚｰﾀ
ﾊﾟｯｸ

新サービス・
アプリ

ユーザ嗜好
への対応

法人仕様
（例）

キッズ仕様
（例）

Ｌｉｎｕｘ・Ｓｙｍｂｉａｎ端末の商用化に

よる技術・サービスの先導性

ドコモ向けソフトウェアのパッケージ化

端末プラットフォームのグローバル化

オープンプラットフォームの導入

グローバル化・オープン化
Android

Windows
Mobile

オープンプラットフォーム
端末の普及

多種多様な
プレーヤーの参入

お客様のニーズに合った
サービス・アプリケーション

様々なタイプの端末を提供

ワイヤレス技術

ＬＴＥ
４Ｇ

Ｗｉ－Ｆｉ 等

入出力インタフェース

各種センサー
３Ｄ液晶

電子ペーパー 等
ＵＩ・デザイン
の多様化

・オープンプラットフォーム化、ハード・ソフトウェアの高度化、デザイン・ユーザーインターフェースの多様化により、お客様により適し
た端末を提供
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データトラヒックの増加傾向

0

700

1,400

2,100

2,800

3,500

4,200

4,900

・端末高機能化、定額制拡大に伴うサービス、コンテンツのリッチ化、等により、データトラヒックが急増している
・ドコモの１ユーザあたりのデータトラヒックは、２００３年から２００９年までの６年間で約１５倍（年率１．６倍程度）
・動画データの急増が示すように、下りトラヒックの増加が著しい

トータルのデータトラヒックの推移ユーザあたりのデータトラヒックの推移

動画データが急激に
伸びている

２００３年～２００９年の
６年間で約１５倍の増加

（年率１．６倍程度）

ＨＳＤＰＡ
標準搭載

パケット
定額制開始

GIF+JPEG

i-motion

その他

：画像データ

：動画データ

：その他
（一部画像・動画データを含む）

2006/6 2007/6 2008/6 2009/6

GIF+JPEG

i-motion

その他
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今後のトラヒック傾向、所要周波数幅の予測

・総務省・情報通信審議会、電波政策懇談会報告書によると、以下のように予測されている
・３．９世代の導入に伴い、新サービスの創出、既存コンテンツのリッチ化等により、トラヒックが急激に増加（１０年で２００倍）
・２０２０年の所要周波数幅は、約１．９ＧＨｚと推定
・今回の新規周波数（７００／９００ＭＨｚ帯）だけでは不十分であり、今後は、３～４ＧＨｚ帯の割り当てにむけた検討が必要

出展：総務省電波政策懇談会報告書
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７００／９００ＭＨｚ帯移動通信システムへの考え

• データトラヒック増加傾向が継続することが想定されることから、追加周波数の割り当てが必要
であり、作業班においては、隣接業務とのガードバンド幅を可能な範囲でできるだけ少なくする
など割り当て可能帯域をできるだけ多くするように努力するべき

⇒ ７００／９００ＭＨｚ帯を有効に活用したい

• 限られた周波数を有効に活用するため、当該周波数帯域で運用されるシステムは、できるだけ
周波数有効利用率の高いシステムであるべき

⇒ 弊社は、当該帯域ではＬＴＥ方式を運用することを想定
（これまで、日本国内の携帯電話システムは、ＦＤＤ方式で運用されていることから、当該帯域についても、ＦＤＤを前提とした割当を行うべき）

• 当該帯域には様々な隣接業務が存在することや、過去に隣国との干渉問題が発生したことを
踏まえ、作業班において慎重に共用検討を行い、共用検討結果に基づいた周波数割り当てが
行われることが望まれる
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